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養浜事業は，砂浜の復元，海岸保全という目的を確実に果たしつつあり（中海岸だけでなく菱沼海岸の保全に
も効果を発揮している），養浜環境調査においても底質環境、生物相に与える影響もみられず，防護だけでな
く環境，利⽤にも良い効果を発揮しています．しかし，海岸中央部における2017年1月時点の浜幅Bは約35
m（⾃転⾞道法肩から約45m）であり，未だ計画浜幅B=40mを達成していません．

⾼波浪による⼀時的な侵⾷を考慮し，確実に防護機能を確保するため，また目標海浜像を目指すため，養浜を
継続して計画汀線まで砂浜の拡幅を図ります．養浜継続に関する課題と対応は次の通りです．
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項目 課題 対応

①海岸保全 計画汀線（浜幅）を達成
していない．

2015，2016年のように⽐較的静穏な波浪条件で，順調に
砂浜が回復した場合は，計画浜幅を達成できる⾒込みの平
成31年度（2020年1⽉〜3月の養浜）まで、養浜事業（3
万㎥/yr）を継続し，その後，回復した砂浜を維持するた
めの養浜に移⾏します．維持養浜移⾏後は，漁港⻄側の堆
砂など，可能な限り海岸域の砂を活用していきます．なお，
早期に計画浜幅を達成した場合は，その時点で維持養浜に
移⾏します．一方，⾼波浪等により計画浜幅に達成してい
ない場合は，養浜事業を継続します．

②養浜材

良質な養浜材を継続的に
確保する必要がある．

相模ダム水系から調達した養浜材に加えて，茅ヶ崎漁港⻄
側堆積域の砂を可能な限り多く活用します．ただし，相模
川河口，柳島消波堤前⾯の侵⾷に⼗分注意して進めます．

養浜材の流出時に発⽣す
る海域の濁りを低減させ
る必要がある．

茅ヶ崎漁港⻄側堆積域の砂を可能な限り多く活⽤すること
で，濁りの原因であるシルトが少ない良質な養浜材を投⼊
することができます．



項目 課題 対応

③漁業利⽤，環境へ
の配慮

港口等への影響（堆
砂）に配慮して養浜を
継続する必要がある．

養浜後に起きた過去の港口付近の堆砂は，⻑周期の⾼波浪
が⻑時間作⽤したことによって起きた沿岸⽅向⼀様の地形
変化（沖向き漂砂）が原因でした．今後もモニタリングに
より注視し，順応的に養浜事業を進めます．一方，漁港⻄
側堆積域での砂の採取は，漁港へ流⼊する⾶砂量を直接的
に少なくすることができ，港内堆砂の軽減が期待できます．

茅ヶ崎漁港沖の泥等の
堆積と，養浜による影
響の可能性について確
認する必要がある．

茅ヶ崎漁港の沖合では，1.5×104m3/yrの速度で，主に細
砂以下の細粒の堆砂が進んでいることが分かりました．こ
れは相模川河⼝沖テラスと柳島消波堤の前⾯海域で侵⾷が
進み，茅ヶ崎漁港⻄側隣接部で堆積が進むといった広域の
地形変化過程において，東向きの沿岸漂砂の一部が防波堤
沖を南東⽅向へ流出していることが原因です．また，柳島
地区で⾏われた養浜が沖の堆積域に与えた影響は⼩さいこ
とも明らかになりました．今後もモニタリングにより注視
し，順応的に養浜事業を進めます．

④海岸利⽤，環境へ
の配慮

海岸利⽤や環境に配慮
して養浜材の運搬，投
⼊を⾏う必要がある．

必要に応じてメンテナンス（補修）により浜崖などの危険
な状態を回避します．

今後の海岸保全事業の進め方
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平成28年度では，柳島地区に2,201 m3，中海岸地区に30,270 m3 （サンドバイパス15,000m3含む），
菱沼地区に2,577 m3の養浜を実施しました．

養浜
（柳島地区）

サンドバイパス

養浜
（中海岸地区）

養浜
（菱沼地区）

(b) 中海岸 養浜V＝15,270m3（2016年2〜3月）
＋サンドバイパス V=15,000m3（2016年12月, 2017年1月）

(a) 柳島 養浜V=2,201m3（2016年11〜12月）

(c) 菱沼 養浜V＝2,577m3（2016年11⽉〜2017年2月）

平成28年度の茅ヶ崎海岸の養浜実績



中海岸地区の養浜では，茅ヶ崎漁港⻄側堆積域の良質な砂を多く活用した養浜を実施しました．

モニタリングを継続し，順
応的に養浜事業を進めてい
きます．
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サンドバイパス
V=15,000m3

新たな課題や注目すべき点
 採取量の増量による柳島海岸への影響はないか？
 漁港⻄側から港内（泊地）へ⾶砂により流⼊する砂が減少するか？
 中海岸の養浜材に，サンドバイパスによる粒径の細かい材料（中砂：細砂=8:2）を
多く用いた場合，確実に海岸保全が図れるか？

平成28年度（2017年1⽉〜3月）の養浜材 養浜材の粒度組成（2006〜2017）



2017年元旦
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